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●１歳を迎えた介護保険

●老人保険制度案内

●ごみ減量・分別等

●青少年健全育成標語

●壬生町職員採用試験案内
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介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
１
２
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
満
１
年
を
経
過
し

ま
し
た
。

　
実
施
状
況
を
み
る
と
、
サ
ー
ビ
ス

量
が
導
入
前
に
比
較
し
て
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を

支
え
る
訪
問
介
護
の
場
合
、
延
べ
利

用
時
間
が
Ｈ
年
度
７
。
８
０
５
時
間
に

対
し
、
1
2
年
度
２
３
。
８
１
６
時
間
。

通
所
介
護
の
場
合
、
延
べ
利
用
回
数

が
Ｈ
年
度
７
。
３
１
０
回
に
対
し
、
1
2

年
度
１
１
。
８
０
６
回
で
あ
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
評
価
は
、
「
お
お
む
ね
満
足
し

て
い
る
・
普
通
だ
と
思
う
」
を
合
せ

る
と
、
9
2
・
４
％
と
高
い
満
足
度
に

達
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
へ
の
入
所
希
望
者
が
多
く
、

-

介
護
保
険
は
在
宅
生
活
継
続
を
理
念

と
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
施
設
に

流
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
家
族
だ
け
で
の
介
護
に
は
限
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
介
護
を
社
会
全
体

で
支
え
、
家
族
の
負
担
を
減
ら
し
、

「
介
護
の
社
会
化
」
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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ぐ10月分から本来の介護保険料となります！
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　65歳以上の人（第１号被保険者）が納めている保険料は、新しい制度に慣れて頂

＜ために、平成12年10月から平成13年９月分までの１年分を（特別措置により）半

額に軽減してまいりました。

平成13年10月分以降は、介護保険料の全額（本来の保険料額）を納

めて頂＜ことになりますので、御理解下さい。

　介護保険制度は、介護を必要とする人が地域で安心して生活が送れるよう、社会

全体で介護を支えるしくみです。私たちが納める保険料は、介護保険制度を支える

大切な財源となります。

　特別な事情がないのに保険料を滞納していると、滞納期間

に応じて次のような措置がとられます。

　　　　　　　　　保険料を１年以上滞納すると……

……………………………………利用者が費用の全額をいづたん自ﾉ己負担しﾐ……ノ……万

……………中§霜|こよりあとで保険給付…………(費用の………91j･廊j)ljil=が支払われる形となります6

　　　　　　　　　　１年６か月以上滞納すると……

利用者が費用の全額を負担し、申請後も保険給付の一部または全部が一時的に

差し止めとなったり、滞納していた保険料と相殺されたりすることがあります。

　　　　　　　　２年以上滞納すると……

利用者負担が１割から３割に引き上げられるなどの措置があります。

⑩口座振替をご利用＜ださいロ言

　忙しい方、なかなか外出ができない方は介護保険

料の口座振替が便利です。

47W7ﾏ7!S惣11一｡2島1一゛
①介護保険料の納付書、預・貯金通帳、印かん（通

　帳届出印）を用意します。

②取扱金融機関・郵便局で「口座振替依頼書」に必

　要事項を記入し、申し込みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

Ｉ■●●ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ－●

今

巾座振替の開始は、申込日の翌月以降になります｡）|ﾐ
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★高額医療費支給制度とは！

　同一世帯内に１か月30,000円以上（住民税非課税世帯等は21,000円）の一部負担金を支払ったお

年寄りが複数いるときは，合算して37,200円（住民税非課税世帯等は24,600円）を超えた分か高額

医療費として払い戻されますので，役場福祉課で申請してください。

　（例）同じ月内に入院し，30,000円以上自己負担額を支払ったお年寄りが，ひとつの世帯に複数い

るとき

30,000円 ＋ 35,000円
一

一 65,000円

一　　般　　世　　帯
65,000円－37,200円＝27,800円

27,800円があとで支給されます。

住民税非課税世帯等
65,000円－24,600円＝40,400円

40,400円があとで支給されます。

ただし、外来の場合の一部負担金・差額ベット代・入院の食事代は対象になりません。

★入院したときに支払う費用と食事代が減額されます！

　入院したときにかかった費用の一割を支払いますが、限度額が決められてます。

　住民税非課税世帯に属する方については次のとおり減額されますが、入院時一部負担金限度額適

用･標準負担額減額認定証が必要となりますので、役場福祉課にお問い合わせください。

自己負担額けケ月） 入院時の食事代

一　般　世　帯 37,200円まで １日に780円

住民税非課税

世　　帯　　等
24,600円まで

90日までの入院は１日650円

過去12ケ月の入院が90目を
超えるときは１目に500円

住民税非課税世帯

等で老齢福祉年金

を受けている人

15,000円まで １日に300円

〔詳しい問合わせ先〕町民生部福祉課医療保険係　TEL 0282(81)1832

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4



萄良医宦19雁垂警吏がIMI息&Ａ
★お医者さんにかかるとき

參老人保健による医療を受けるときは「健康保険証」・「健康手帳」・「医療受給者証」が必要です。

　病院などでの受付の際、必ず提示してください。

★新たに70歳になる方は！

　70歳（一定の障害のある方は65歳）を迎える誕生月の下旬に、

役場福祉課から通知を送ります。

　その通知と健康保険証をもって指定された役場福祉課または出

張所で手続きしてください。健康手帳と医療受給者証が交付され

ます。

　誕生月の翌月１目から該当になります。ただし、１日生まれの

方は、その月からとなります。

　一定の障害（「寝たきりなどの」）のある方は、申請することに

より、65歳から老人医療を受けることができます。

　申請した翌月から該当になります。
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　老人保健でお医者さんにかかると、医療機関によって一部負担金の負担方法が異なります。

　定額制の診療所では１日につき800円を負担し、定率制の医療機関では医療費の１害ﾘを負担します。

ただし、１か月に負担する上限額が医療機関ごとに決められていますので、医療機関で確認してく

ださい。

★健康手帳・医療受給者

　証をなくした方は！

　再交付しますので､健康保険証を持っ

て、役場福祉課または出張所で申請し

てください。

★住所や加入保険が変わった方は！

　健康保険証、健康手帳、医療受給考証を持って、

速やかに役場福祉課または出張所に届け出てくださ

い。

５

★費用の一部が戻ります！

　コルセットなどの治療用の装具代や

マッサージ、はり、灸にかかった時な

どの費用の一部が、医師が必要と認め

た場合に限り、払い戻されます。

　その場合、医師の診断書または意見

書、領収書、その他証明書等を添付し

て申請してください。審査のうえ、支

給決定されます。

★交通事故にあったら！

　医療費は加害者が全額負担するのが原則ですが、

交通事故など、第三者の行為によってケガをした場

合でも、老人保健でお医者さんにかかることができ

ます。ただし、一時的に老人保健が医療費を立て替

え、あとで加害者に請求しますので役場福祉課で手

続きが必要になります。

　その際、第三者行為による疾病届、事故証明書な

ど指定する書類を提出していただきます。



ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ご
み
の
減
量
、
正
し
い
分
け
方
・
出
し
方

－
経
費
節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
Ｉ

一
世
帯
当
た
り
の
処
理
経
費
は

　
　
２
万
９
。
２
０
０
円

一

ごみを分別して正し＜出しましよう

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み
を
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ご
み
処
理
に
は
、
下
表
の
と
お

り
多
額
の
経
費
を
要
し
、
１
年
間
で
約

３
億
８
。
２
３
０
万
円
、
１
世
帯
当
た

り
で
２
万
９
。
２
０
０
円
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
ご
み
を
減
量
し
、

正
し
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
で
、

施
設
の
機
械
設
備
等
が
長
持
ち
し
、
さ

ら
に
、
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
る
最
終
処

分
場
も
長
持
ち
す
る
な
ど
、
経
費
の
節

減
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
分
別
の
徹
底
の
た
め
、
６
月

か
ら
収
集
袋
を
透
明
、
ま
た
は
半
透
明

の
袋
の
使
用
を
ル
ー
ル
化
し
ま
し
た
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

平成12年度ごみ処理経費

　ｌｔ当たりの

　ごみ処理経費

膳焙

もえるごみ 約　　21,300円

もえないごみ 約　　52,400円

ガラス・びん類 約　　65,800円

資　源　ご　み 約　　44,000円

１世帯当たりの
ごみ処理経費

(約29,200円)
二

もえるごみ 約　　16,600円

もえないごみ 約　　　6,500円

ガラス・びん類 約　　2,000円

ド ○ 資　源　ご　み 約　　　4,100円□
ｙ

１年間にかかるご

み収集・処理費用

(約３億8,230万円)

　寧笏

もえるごみ 約２億1,680万円

もえないごみ 約　　8,540万円

ガラス・びん類 約　　2,630万円

資　源　ご　み 約　　5,380万円

家
庭
用
ご
み
処
理
器
設
置
に
補
助
金

　
ご
み
減
量
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
で
「
生
ゴ
ミ
処
理
器
」
の
設
置

者
に
対
し
、
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
家
庭
で
、
こ
の
ご
み
処
理

器
を
利
用
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
家
庭
用
ご
み
処
理
器
設
置
事
業
補
助
金
交
付
制
度

　
一
般
家
庭
で
「
生
ゴ
ミ
処
理
器
（
容
器
単
体
を
含
む
）
」
購
入
・
設
置
し
た

場
合
、
本
体
価
格
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
限
度
額
が
あ
り

ま
す
）

限
度
額
　
２
５
。
０
０
０
円
（
生
ゴ
ミ
処
理
器
１
器
に
つ
き

問
合
せ
先
町
民
生
部
保
健
課
　
合
8
1
－
１
８
３
４

　
　
　
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
　
　
合
8
2
－
３
４
２
４
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テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンを廃棄する場合は、

　次のどちらかの方法で処理を依頼してください。

1）賤観照換える飴幡Xした/」慰が肘っている飴

　小売店に引取ってもらいます。その際に、処理料金（リサイク

ル料金）と収集・運搬料金を小売店に支払います。

　　　消収集・運搬料金　　家　　　　　　　　　家

　　　　　　　　　十　　　　　電　　　　　　　　　　電

　　　費　　処理料金　　　小　　処理料金　　　　メ
　　　　　　　　　　　　　　　　.士。　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　7］　　　者　　　　　　　　　　店　　　　　　　　　　ツ

　　　㎜　　　　㎜㎜　　　　　　　　　　　　●I

　　　匹に
-

　エアコン
） 1レ聯詞

四則
リ

ご　こ
テレビ　　冷蔵庫　洗濯機

2)託訃(買った/｣面詰碍|､超胚で臥など)

　壬生町一般廃棄物処理業許可業者（許可業者）に収集・運搬

を依頼します。

　その際、事前に最寄りの郵便局で処理料金（リサイクル料金）

を（財）家電製品協会家電リサイクルセンター（RKC）に振込み、

納付証明書を家電製品に添付します。許可業者には、収集・運

搬料金のみ支払います。

示
許

可

業

者

-、

家
電

メ１
力

｜./″
処理料金｀!sikx　　　　　　..〆〆7Tj社会

郵　便　局
/

※許可業者につきましては∧下表に掲載しています。

※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンを廃棄する場合は、

処理料金（リサイクル料金）

テレビ:2,700円　洗濯機:2,400円

冷蔵庫:4,600円　エアコン:3,500円

　　　　　　　　　　　（消費税別）

と 収集運搬料金 が必要となります

注１：テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンをごみステーションには、絶対に出さないでください。

注２：テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンは、清掃センターでは取り扱いませんので、持ち込まないでください。

　　壬生町一般廃棄物処理業許可業者一覧表

(家電4品目《テレビ･エアコン･冷蔵庫･洗濯機》収集運搬業者)

� 業者名 住　　　　　所 電話番号
N0，

業者名 住　　　　　所 電話番号

１ 株式会社人商

〒328-0002

栃木市惣社町2,181番地

　代表取締役　　　大貫　雅弘

0282(27)

8248
７ 栃南産業株式会社

〒329-0524

上三川町大字多功2,494

　代表取締役　　　高島　禎子

0285(53)

5557

２
企業組合
とちぎ労働
福祉事業団

〒321-0152

宇都宮市西川田７丁目１番２号

　理事長　　　　　佐藤　賢二

028(645)

5561
８ 株式会社秋和美装

〒321-0982

宇都宮市御幸ケ原町2 －68

　代表取締役　　　秋山　和夫

028(661)

7490

３
有限会社

壬生衛生社

〒321-0217

壬生町至宝３丁目4－18

　代表取締役　　　野潭登起子

0282(82)

0279
９

有限会社

ミサキ商事

〒321-0221

壬生町大字藤井1,842

　代表取締役　　　戸崎　　肇

0282(82)

1776

４ 仲田総業株式会社

〒321-0111

宇都宮市川田町836番地３

　代表取締役　　　仲田　俊夫

028(635)

2151

10 程塚商事株式会社

〒321-0954

宇都宮市元今泉６丁目６番３号

　代表取締役　　　程塚　利夫

028(656)

1770

５
有限会社

大林環境サービス

〒329-0501

石橋町大字上古山８－５

　代表取締役　　　人林　恒男

0285(53)

5584
11

有限会社

関東実行センター

〒323-0027

小山市花壇町１丁目12番10号

　代表取締役　　　山本芳之助

0285(23)

3026

６ 臼井是正
〒321-0132

宇都宮市雀宮６丁目3 －58

0282(86)

5443
12 有限会社アラカワ

〒321-0233

壬生町大字助谷1,346番地36

　代表取締役　　　荒川　三郎

0282(82)

2199

　商店、事業所、飲食店等、事業活動に伴って生じた事業系一般廃棄物、及び一般家庭で、一時に50kg以

上生じたごみは直接清掃センターヘ搬入するか、一般廃棄物処理業許可業者に収集を依頼してください。

　直接搬入等する場合も、透明・半透明の袋を使用してください。

　許可業者については、清掃センターヘお問い合わせください。

　　　　　　問い合わせ先　　壬生町清掃センター　昔８２－３４２４

７

- － Ｗ

李業系ごみ・多量排出ごみは、直接清掃センターヘ搬入してくださいJ



青
少
年
の
非
行
と
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
よ
う

｝
　
　
　
　
　
青
少
年
健
全
育
成
標
語

　
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
犯
罪

の
未
然
防
止
と
更
正
及
び
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
広
く
町
民
に
普
及
啓

発
す
る
よ
う
な
標
語
を
、
今
年
も
壬

生
中
学
校
と
南
犬
飼
中
学
校
の
第

２
学
年
在
学
の
生
徒
か
ら
募
集
し

ま
し
た
。

　
各
中
学
校
と
も
に
出
展
点
数
が
１

ク
ラ
ス
５
点
ま
で
と
さ
れ
、
6
0
点
も

の
応
募
の
な
か
、
青
少
年
健
全
育
成

標
語
審
査
委
員
（
青
少
年
問
題
協
議

会
）
で
厳
選
な
審
査
を
し
た
結
果
、

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
、
佳

作
８
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞
者

最
優
秀

　
長
谷
川
訓
子
（
南
犬
中
）

　
矢
切
に
　
お
金
で
買
え
な
い
　
自
分

の
命
」

優
　
秀

　
畠
山
　
拓
郎
（
南
火
中
）

　
「
誘
惑
に
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
る
　
強
い

意
志
」

　
小
久
保
麻
実
（
南
火
中
）

　
「
強
く
な
れ
　
自
分
の
た
め
に
　
未
来

の
た
め
に
」

　
阿
部
由
以
子
（
壬
生
中
）

　
「
あ
い
さ
つ
は
　
心
を
つ
な
ぐ
　
合
い

言
葉
」

　　佳

村
上作
佐
和
子
（
南
犬
中
）

「
親
の
顔
　
涙
で
ぬ
ら
す
な
　
絶
対
に
」

　
山
川
　
式
哉

　
「
二
度
と
な
い

切
に
」

（
壬
生
中
）

人
と
の
出
会
い
　
大

大
禍
真
奈
美

「
い
じ
め
０

大
切
に
」

呈
生
中
）

勇
気
を
持
つ
こ
と

　
戸
崎
麻
菜
美
（
壬
生
中
）

　
「
話
そ
う
よ
　
心
の
悩
み
　
消
え
る
ま

で
」

　
山
川
　
千
佳
（
壬
生
中
）

　
「
育
て
よ
う
　
悪
い
誘
い
を
　
断
る
勇

気
」

　
久
保
有
佳
里

　
「
あ
い
さ
つ
で

よ
う
」

宝
生
中
）

楽
し
い
一
日
　
始
め

　
新
村
　
元
美
（
壬
生
中
）

　
「
薬
物
は
　
明
る
い
未
来
を
　
こ
わ
す

も
と
」

　
石
塚
　
真
土
宝
生
中
）

　
「
「
や
め
な
よ
」
と
　
言
っ
て
あ
げ
る

が
　
真
の
友
」

貨
斯
薪
川
州
犬
上

　
月
刊
人
物
学
習
帳
〔
鳥
居
元
忠
編
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

－
小
田
原
の
戦
い
と
鳥
居
元
忠
－
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
天
正
十
四
年
（
１
５
８
６
）
徳
川
家
康

の
大
坂
城
上
洛
で
豊
臣
秀
吉
に
対
す
る

臣
従
の
礼
を
と
っ
た
家
康
は
、
以
後
豊

臣
政
梧
下
の
一
大
名
と
し
て
そ
の
命
に

従
い
ま
し
た
。
天
正
十
八
年
の
小
田
原

の
戦
い
で
は
先
鋒
役
を
命
じ
ら
れ
、
秀

吉
家
臣
の
浅
野
長
吉
、
そ
の
子
幸
長
、

木
村
常
陸
介
ら
と
と
も
に
関
東
の
北
条

方
の
城
を
攻
め
ま
し
た
。
家
康
家
臣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
だ
た
だ
か
つ
　
ひ
ら
い
わ
ち
か
よ
し

鳥
居
元
恵
及
び
本
多
恵
勝
、
平
岩
親
告

　
　
　
　
と
け
　
と
う
か
ね
　
ち
ょ
ぅ
な
ん

倉
、
土
気
、
東
金
、
丁
南

も
こ
れ
に
従
い
ま
し
た
。
五
月
上
旬
佐

　
　
と
け
　
と
う
か
ね
　
ち
ょ
ぅ
な
ん

岩おめ

板谷落

城と
し
、
二
十
日
に
は

し
た
。
こ
の

北9tの
柴又諸

氏合城

居合を

の攻

（
埼
玉
県
岩
槻
市
）
を
攻
め
ま

一
の
時
元
忠
、
親
告
は
搦
手
の

部
将
と
し
て

糾

諮

岩
槻
城
攻
略
で
の
元
忠
の
働
き
は
め
ざ

ま
し
く
、
家
臣
の
討
死
三
十
余
人
、
負

傷
者
七
十
余
人
の
損
害
を
被
り
ま
し
た

が
、
敵
方
の
守
将
伊
達
余
兵
衛
某
に

「
鳥
居
の
紋
の
旗
を
立
て
る
兵
士
、
最

も
城
を
攻
め
る
事
急
に
し
て
、
こ
の
手

の
働
き
に
よ
り
て
落
城
に
及
ば
む
と
す
。

願
わ
く
ば
城
を
其
人
に
渡
さ
む
と
」

（
「
寛
政
譜
」
）
と
賞
賛
さ
れ
た
と
言
い

ま
す
。
こ
の
時
、
元
忠
は
秀
吉
か
ら
そ

の
軍
功
を
賞
せ
ら
れ
て
感
状
を
賜
り
ま

し
た
。

　
天
正
十
八
年
六
月
、
元
忠
は
相
模
国

筑
井
城
を
攻
め
落
と
し
、
同
城
の
受
け

取
り
を
し
て
い
ま
す
。
岩
槻
・
鉢
形
・

八
王
子
な
ど
の
支
城
の
陥
落
に
続
い
て
、

七
月
五
日
に
は
小
田
原
城
が
落
城
し
ま

し
た
。
北
条
氏
降
伏
と
と
も
に
家
康
は

関
東
転
封
を
命
ぜ
ら
れ
、
元
忠
も
三
河

を
離
れ
下
総
国
矢
作
（
千
葉
県
佐
原
市
）

城
主
と
な
り
、
四
万
石
を
領
し
ま
し
た
。

家
康
は
武
功
を
賞
し
て
感
状
を
与
え
よ

う
と
し
ま
し
た
が
ノ
九
忠
は
こ
れ
を
拒

否
し
ま
し
た
。
他
家
に
仕
え
る
気
持
ち

は
毛
頭
な
い
の
で
、
感
状
を
後
証
と
し

て
他
人
に
戦
功
を
誇
る
事
は
考
え
も
し

な
い
と
答
え
た
と
言
い
ま
す
。

　
次
回
は
、
「
伏
見
城
攻
め
と
鳥
居
元

忠
」
で
す
。豊

臣
秀
吉
　
画
　
像

８



城南自治会で

　　　　交通安全講話会

｢安全は見えること｣

一

　
城
南
自
治
会
の
交
通
安
全
母
の
会
会

員
と
老
入
会
で
、
６
月
口
口
坂
田
交
通

安
全
協
会
会
長
と
壬
生
交
番
所
長
を
迎

え
、
高
齢
者
自
ら
が
交
通
安
全
意
識
を

高
め
よ
う
と
交
通
安
全
講
話
会
を
間
催

し
ま
し
た
。

　
4
0
人
ほ
ど
集
ま
っ
た
講
話
会
で
は
、

壬
生
交
番
所
長
よ
り
、
高
齢
者
の
た
め

の
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
「
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
歩
行
者
の

姿
が
見
え
に
く
い
の
で
、
車
が
通
り
過

ぎ
る
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
」
「
左
か
ら

の
車
に
要
注
意
で
す
」
「
自
転
車
は
必

ず
ワ
イ
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」
「
夜
間

反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
」
と
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
高
齢
者
の

交
通
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
自
分
の
家
の

○×のカードを使った交通安全ウルトラクイズ

近
く
で
お
こ
っ
て
お
り
、
慣
れ
・
油
断

は
禁
物
、
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

と
題
し
て
、
交
通
の
常
識
ク
イ
ズ
を
○

×
方
式
で
答
え
、
楽
し
み
な
が
ら
交
通

安
全
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
町
で
は
こ
の
よ
う
な
交
通
安
全
講

話
会
を
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
問
催
し
ま

す
の
で
、
町
総
務
課
消
防
交
通
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

;.=ﾝと目立ち安全です，４回拓Ｆ
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消
防
団
が
水
防
演
習

▲土のうを積む訓練

▼重しをつけた樹木を流す「木流し」

　
６
月
３
日
、
壬
生
町
消
防
団
（
中
根
　
　
う
工
法
）
と
、
流
水
で
川
岸
の
上
が
削

幸
男
団
長
・
団
員
2
0
3
人
）
に
よ
る
水
防
　
　
り
取
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
重
し
を

演
習
が
、
羽
生
田
黒
川
橋
下
流
の
河
川
　
　
付
け
た
樹
木
を
岸
に
沿
っ
て
流
す
「
木

敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
水
防
演
習
　
　
流
し
工
法
」
の
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し

は
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
河
川
の
増
水
時
　
　
た
。

に
洪
水
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
　
　
　
ま
た
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
お
お
る
り
」
も
参
加
し
、
河
川
に
取

　
団
員
達
は
石
橋
地
区
消
防
組
合
職
員
　
　
り
残
さ
れ
た
人
を
救
助
す
る
訓
練
が
行

の
指
導
の
も
と
、
土
の
う
を
積
み
上
げ
　
　
わ
れ
ま
し
た
。

て
水
を
せ
き
止
め
る
「
改
良
積
み
上
の

９

反射材用品着用



た
だ
い
ま

皿剔跡
　　崩鱈
壬生地区配食

　サービスグループ

　
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
「
ふ
れ
あ

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」
の
一
環
と
し

て
壬
生
町
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
の

運
営
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
、
老
夫
婦

世
帯
者
、
重
度
障
害
者
へ
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
、
お
年
寄
り
達
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
健
康
面

な
ど
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
き

な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
設
立
は
昭
和
5
9
年
４
月
か
ら
で
、
発

足
し
て
1
7
年
に
な
り
ま
す
。
会
員
は
1
9

名
で
、
月
に
２
回
、
第
１
・
第
３
水
曜

日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
前
日
に
材
料

の
買
物
を
２
・
３
人
の
当
番
制
で
行
い

ま
す
。
当
日
は
９
時
か
ら
調
理
を
始
め

て
、
Ｈ
時
に
は
配
達
す
る
弁
当
を
作
り

終
え
、
お
年
寄
り
の
待
っ
て
い
る
家
に

届
け
ま
す
。
毎
回
「
い
つ
も
お
い
し
い

お
弁
当
を
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る

と
私
達
も
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
私
達
の
活
動
か
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
お
年
寄
り
の
応

援
団
と
し
て
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
会
食
会
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
人
を
中
央
公
民
館
に
招
待

し
て
一
緒
に
食
事
を
し
、
ゲ
ー
ム
や
歌

を
う
た
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
事
業
も
し
て
い
ま
す
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
衛
生
面
で
は

十
分
に
注
意
し
て
、
喜
ば
れ
る
お
い
し

い
弁
当
を
と
会
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
方
、
自
分
の
た
め
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
木
村
シ
ズ
酋
8
2
－
４
４
７
２

　
　
　
員
に
男
性
５
入
（
調
理
士
人

　
　
　
４
人
）
も
加
入
し
て
お
り
、

二
心
七

寄
り
6
5
名
分
を
調
理
、
７
コ

二
】

　
ス
に
分
け
て
配
達
し
て
い
ま
す
。

社蛮人(No｡22)

（株）壬生自動車学校

　　栗原正通さん

　
㈱
壬
生
自
動
車
学
校
は
、
普
通
自
動

車
、
普
通
自
動
二
輪
車
、
大
型
自
動
車

の
免
許
証
を
取
得
す
る
為
に
必
要
な
、

運
転
技
術
・
知
識
を
教
え
て
い
く
学
校

で
す
。
昭
和
5
2
年
Ｈ
月
2
2
日
に
、
公
安

委
員
会
か
ら
公
認
の
指
定
を
受
け
、
以

来
大
勢
の
教
習
生
を
卒
業
さ
せ
、
交
通

社
会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
Ａ
Ｔ
車
の
限
定
解
除
、
小
型
自

動
二
輪
車
の
限
定
解
除
、
ペ
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
教
習
指
導
、
更
新

時
講
習
、
高
齢
者
講
習
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
㈱
壬
生
自
動
車
学
校
で
は
、
一

人
一
人
の
指
導
員
が
、
親
切
、
丁
寧
、

明
る
く
楽
し
い
教
習
を
モ
ッ
ト
ー
に
！

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
楽
し
い
教
習
」
を

心
が
け
て
教
習
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　介畝1?S草.羊由新車零,4
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私
が
㈱
壬
生
自
動
車
学
校
に
入
社
し

て
５
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
教
習
指
導

員
の
資
格
は
７
年
ほ
ど
前
に
兵
庫
県
の

教
習
所
で
取
得
し
ま
し
た
。
し
か
し
車

の
運
転
と
い
う
も
の
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
安
全
運
転
を
常
に
心
が
け
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
国
ど
こ
へ
行
っ

て
も
同
じ
事
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
こ
れ
か
ら
も
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

初
心
運
転
者
の
教
育
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
趣
味
は
や
は
り
車
で
す
。
ド
ラ
イ
ブ

は
も
ち
ろ
ん
、
車
に
関
す
る
こ
と
に
は

興
味
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
も
教
習
指

導
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
安
全
運

転
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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城
南
の
松
田
さ
ん
は
、
趣
味
の
竹
工

芸
で
手
の
込
ん
だ
作
品
を
作
っ
て
い
ま

す
。
松
田
さ
ん
が
竹
工
芸
に
興
味
を
待
っ

た
の
は
、
平
成
２
年
に
大
田
原
市
で
開

催
さ
れ
た
展
示
会
を
見
た
と
き
か
ら
で

し
た
。
竹
工
芸
は
大
田
原
市
の
伝
統
工

芸
品
に
な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
花
か
ご

や
菓
子
器
な
ど
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

早
速
教
室
に
申
し
込
み
、
今
で
は
、
幾

通
り
も
の
編
み
方
で
花
か
ご
や
菓
子
器
、

盆
な
ど
た
く
さ
ん
の
作
品
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　
材
料
の
真
竹
は
大
田
原
や
黒
羽
ま
で

行
き
、
ま
っ
す
ぐ
で
節
の
長
い
物
を
選

ん
で
取
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
２
～
３

ヶ
月
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
後
ゆ
で
て
油
ぬ

き
し
、
詑
１
本
で
竹
ひ
ご
状
に
し
ま
す
。

仕
上
げ
に
簡
単
な
機
械
で
厚
さ
、
太
さ

を
整
え
竹
独
特
の
さ
さ
く
れ
を
取
り
除

き
ま
す
。
細
か
い
仕
事
で
根
気
が
い
る

細い竹ひごで花かごを編む

仕
事
だ
そ
う
で
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
竹
ひ
ご
で
、
網
代
あ

み
、
六
つ
目
あ
み
、
麻
の
葉
あ
み
、
蜘

蛛
の
巣
あ
み
、
輪
口
二
重
あ
み
な
ど
や

そ
れ
を
変
形
し
た
あ
み
方
で
、
花
か
ご

等
を
あ
ん
で
い
き
ま
す
。

　
竹
の
裏
表
を
間
違
う
と
、
出
来
上
が
っ

た
時
の
ツ
ヤ
が
違
っ
て
く
る
し
、
竹
の

し
な
り
が
逆
に
な
り
折
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
慣
れ
な
い
と
き
は
大
変

苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　
松
田
さ
ん
の
作
品
は
、
以
前
大
田
原

市
行
わ
れ
た
で
国
民
文
化
祭
（
大
竹
芸

祭
）
や
宇
都
宮
市
市
民
芸
術
祭
工
芸
の

部
な
ど
に
出
品
さ
れ
、
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。
現
在
は
デ
パ
ー
ト
で
行

わ
れ
る
年
１
回
の
展
示
会
に
時
々
出
品

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
の
で
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

趣味の竹工芸で
　　手の込んだ作品

　　……………………………l……………゜…………………………ヤスヒデ

城南　松田安柴さん

心

　
一
か
月
あ
ま
り
続
い
た
梅
雨
も
、

七
月
に
入
る
と
そ
ろ
そ
ろ
明
け
始

め
ま
す
。
梅
雨
明
け
の
平
年
日
は
、

九
州
南
部
が
七
月
十
三
日
ご
ろ
、

関
東
甲
信
が
七
月
二
十
日
ご
ろ
、

東
北
南
部
が
七
月
二
十
三
日
ご
ろ

で
す
。

　
近
畿
地
方
の
梅
雨
明
け
平
年

目
は
七
月
十
七
日
ご
ろ
で
、
折

し
も
京
都
で
は
祇
園
祭
り
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
、
山
鉾
巡
行
が
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
日
か
ら
の
一
か

月
が
「
京
都
の
真
夏
」
と
言
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
ま
さ
に

梅
雨
と
真
夏
を
分
け
る
行
事
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
日
は
よ
く
雷
雨

や
犬
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
梅
雨

が
明
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、

あ
る
い
は
明
け
た
直
後
に
、
い
っ

と
き
降
り
し
き
る
強
い
雨
－
－

こ
れ
を
「
送
り
梅
雨
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
季
節
の
境
目
と
な
る
送
り
梅
雨

は
、
し
ば
し
ば
雷
を
伴
い
、
そ
れ

が
い
っ
そ
う
梅
雨
を
送
り
だ
す
力

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
一
方

図寵泣D……。

で
、
雷
は
大
雨
の
恐
れ
あ
り
と
い

う
注
意
信
号
で
も
あ
り
ま
す
。

　
夏
の
雷
雨
は
ふ
つ
う
、
日
中
の

強
い
日
差
し
に
暖
め
ら
れ
た
空
気

が
上
昇
気
流
と
な
り
、
積
乱
雲
を

発
生
さ
せ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
夜

や
朝
に
鳴
る
霜
は
、
時
と
し
て
集

中
豪
雨
の
よ
う
な
激
し
い
雨
を
も

た
ら
し
ま
す
。
昔
の
こ
と
わ
ざ
に

「
朝
霜
に
川
渡
り
す
な
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
朝
に
雷
が
鳴
る
よ
う
な
と

　
　
き
は
、
目
の
前
で
雨
が
降
っ

　
　
て
い
な
く
て
も
、
川
の
上
流

　
　
で
は
大
雨
の
恐
れ
が
あ
る
と
、

　
　
川
渡
り
す
る
旅
人
に
注
意
を

　
　
促
し
て
い
る
の
で
す
。
時
代

　
　
は
変
わ
っ
て
も
、
こ
の
経
験

　
　
訓
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
心
に

留
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
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まちのわだい謳万
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
記
念
事
業

　
壬
生
町
実
行
委
員
会
設
立

　
　
「
第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
開
催
記
念
事
業
壬

生
町
実
行
委
員
会
」
の
第
１
回
総
会
が
去
る
６
月
1
3
目
に
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
当
実
行
委
員
会
は
、
昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
緑
化
フ
ェ
ア
を

記
念
す
る
と
と
も
に
、
フ
ェ
ア
開
催
の
趣
旨
で
あ
る
「
都
市
緑

化
意
識
の
高
揚
・
都
市
緑
化
に
関
す
る
知
識
の
普
及
」
を
図
り
、

町
の
提
唱
す
る
「
夢
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
緑
園
都
市
み
ぶ
」
の

早
期
実
現
に
向
け
各
種
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
総
会
で
は
、
清
水
会
長
が
「
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
で
は
、
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
成
功
の
う
ち
に
終

了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
に
花
と
緑
を
取
り
入
れ
、
緑
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
」
と
挨
拶
。
続
い
て
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

挨拶する清水会長

　
な
お
、
こ
の
記
念
事

業
は
、
1
0
月
の
都
市
緑

化
月
間
の
県
事
業
に
合

わ
せ
、
1
0
月
６
目
玉
）

～
1
0
月
1
4
日
（
目
）
に

壬
生
総
合
公
園
で
開
催

し
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教

室
、
ス
テ
九
ン
催
事
等

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　ﾆﾆふT
二三大浦≠]圧

イチゴ畑で子供達に囲まれる中村さん

　
睦
小
学
校
で
は
６
月
５
目
、
３
年
生

児
童
4
9
人
が
町
の
農
業
や
公
共
施
設
の

状
況
な
ど
を
学
ぶ
た
め
「
地
域
め
ぐ
り
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
に

生
か
し
て
い
く
た
め
、
毎
年
一
回
こ
の

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
目
は
、

町
内
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る
イ
チ
ゴ

栽
培
に
つ
い
て
勉
強
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

し
も
つ
け
営
農
セ
ン
タ
ー
集
荷
揚
を
見

学
し
た
後
、
下
稲
葉
の
中
村
正
さ
ん
宅

児
童
が
イ
チ
ゴ
栽
培
等
を
学
ぶ

　
　
　
睦
小
で
「
地
域
め
ぐ
り
」

花を育てながら、人の心を耕す
「人権の花」を壬生小児童に贈るー一

　
　
「
花
を
協
力
し
て
育
て
る
こ
と
で
、
人
権
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
」
と
、
宇
都
宮
地
方
法

務
局
栃
木
支
局
と
栃
木
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

６
月
１
１
日
壬
生
小
学
校
に
「
人
権
の
花
」
を
贈
り
ま

し
た
。

ヽ 一

の
ハ
ウ
ス
で
「
イ
チ
ゴ
の
で
き
る
ま
で
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
参
加

し
た
児
童
達
か
ら
は
、
「
良
い
作
物
を

た
く
さ
ん
作
る
の
に
ど
う
工
夫
し
て
い

る
か
」
「
ど
ん
な
と
き
が
う
れ
し
い
か
」

「
困
っ
た
と
き
は
ど
ん
な
と
き
か
」
等

い
ろ
ん
な
質
問
が
と
び
だ
し
、
中
村
さ

ん
は
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
丁
人
佐
々
木

優
力
く
ん
は
、
「
以
外
と
ハ
ウ
ス
は
広

く
、
イ
チ
ゴ
は
大
き
く
て
甘
か
っ
た
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
こ
の
後
、
町
立
の

図
書
館
と
歴
史
民
俗
資
料
館
の
施
設
見

学
も
行
い
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
中
塙
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
と

壬
生
小
校
長
か
ら
「
花
を
育
て
な
が
ら
、
一
人
一
人
の

心
を
た
が
や
し
、
す
て
き
な
学
校
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
児
童
代
表
に
マ
リ
し
ゴ
ー
ル
ド
と
サ

ル
ビ
ア
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
に
努
め
表
彰
さ
れ
る

　
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
総
会
が
６
月
1
9

目
宇
都
宮
市
で
開
か
れ
、
本
町
の
中
嶋
文
一
郎
人
権

擁
護
委
員
が
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
か
ら
、

碓
氷
郁
男
人
権
擁
護
委
員
が
宇
都
宮
地
方
法
務
局
長

か
ら
、
ま
た
、
石
崎
典
子
人
権
擁
護
委
員
が
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
多
年
に

わ
た
る
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

手
作
り
看
板
で
環
境
美
化
を

　
　
　
地
域
に
呼
び
か
け
る

・ - ／

北小

　
壬
生
北
小
学
校
で
は
、
こ
の
ほ
ど
児
童
や
家

族
な
ど
約
2
3
0
入
が
参
加
し
て
、
地
域
に
環
境
美

化
を
呼
び
か
け
る
看
板
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
壬
生
北
小
の
付
近
は
平
地
林
が
多
く
、
ポ
イ

捨
て
が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
、
学
校
の
総
合
的

な
学
習
の
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い
る
環
境
問
題

を
取
り
上
げ
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
や
自
然
を
大
切

に
す
る
意
識
を
高
め
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
８
入
か
ら
1
0
入
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
１
校
か

ら
２
枚
の
看
板
を
作
成
。
各
グ
ル
ー
プ
と
も
工

夫
を
凝
ら
し
動
物
や
テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
看
板
に
「
み
ど
り
を
た
い
せ
つ
に
」

「
ポ
イ
捨
て
や
め
て
」
な
ど
の
文
字
を
書
き
ま

し
た
。
出
来
上
が
っ
た
看
板
約
8
0
本
は
、
各
地

ト
で
き
あ
が
っ
た
看
板
　
　
区
の
通
学
路
を
中
心
に
立
て
ら
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
地
域
の
人
に
注
意
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

いかに自分の健康に関心を

持ってもらうかが今後の課題

　　　　～生活習慣病予防＆実践教室～

　６月26日より、「生活計眼病予防＆実践教室」

の講座（前期全９回）が始まりました。これは、

町の健康診断や成人病健診を受けて「コレステ

ロール」「中性脂肪」「血糖値」が高い「肥満」

ど片われた方一人一人に保健指導・栄養指導・

運動指導を行い、日常生活の中に運動実践を取

り入れ、２ヶ月関でどれだけ効果が上がるかを

確かめるものです。

　講座は採血から始まり、健康度測定では肺活

量、皮下脂肪の測定、運動負荷テスト、体力測

定など、また、場所を栃木健康倶楽部へ移して

の温水プールウォーキング、アクアビクスなど

が行われます。

　運動を体験して、運動の楽しさを理解すると

ともに日頃の生活のリズムの中に気軽に運動

計眼を取り入れ実践し、生活習慣病を改善しま

しょう。自分の健康にどれだけ関心があるか、

またいかに自分の健康に関心を持ってもらうか

が今後の課題だということです。

　
国
谷
地
区
の
老
人
会
「
落
合

本
田
長
寿
会
」
で
は
、
こ
の
た

び
二
十
世
紀
の
思
い
出
を
綴
っ

た
「
二
千
年
記
念
誌
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
遠
の
戦
中
、
戦
後

の
苦
労
話
や
思
い
出
、
ま
た
会

の
歴
史
を
後
世
に
残
し
、
生
き

て
き
た
証
に
し
た
い
と
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
会
員
5
8
名
の
内
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
や
神
社
の
清
掃
な
ど
、
常

時
参
加
で
き
る
人
は
2
0
名
か
ら

3
0
名
と
少
な
く
、
も
っ
と
多
く

の
人
が
参
加
出
来
る
も
の
は
と

考
え
、
「
私
の
宝
物
」
と
題
し

会の歴史を後世に残し、

　　　生きてきた証にしたい

一落合本田老人会が記念誌を作成－

た
写
真
の
提
供
で
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
随
想
や
短
歌
、
川
柳
、
思

い
出
の
写
真
な
ど
も
寄
せ
ら
れ

合
わ
せ
て
5
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
こ
の
記
念
誌
は
す
べ
て
手
作

り
で
、
ワ
ー
プ
ロ
で
打
っ
た
原

稿
と
写
真
を
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー

で
印
刷
。
製
本
は
役
員
８
人
が

２
日
か
け
て
7
7
冊
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
今
で
も
少
し
ず
つ
作

成
し
て
配
布
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

ｆ
一
千
午

記
念
誌

落合本田長……･･j………=ご

お
世
話
に
な
っ
た
役
員
さ
ん
（
写
真
上
）
と
で
き
あ
が
っ
た
記
念
誌
（
写
真
下
）

13
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ダ
ブ
ル
ス
で
息
の
合
っ
た
展
開

－
第
１
８
回
壬
生
町
テ
ニ
ス
大
会

　
第
1
8
回
壬
生
町
テ
ニ
ス
大
会
が
５
月

叩
］
日
に
、
町
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

準優
優

勝勝

第
３
位

壬
生
町
職
員
採
用
試
験
案
内

　
平
成
1
3
年
度
壬
生
町
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
こ
の
試
験

は
高
校
卒
業
程
度
の
試
験
で
す
。

　
職
種
及
び
採
用
人
員

◇
一
般
事
務
Ｉ
　
若
干
名

◇
一
般
事
務
1
1
　
若
干
名

　
受
験
資
格

◇
一
般
事
務
Ｉ

　
昭
和
５
１
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
5
6
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
通

勤
時
間
が
お
お
む
ね
5
0
分
以
内
の
方
。

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

◇
一
般
事
務
1
1

　
昭
和
5
6
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
5
9
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
通

勤
時
間
が
お
お
む
ね
5
0
分
以
内
の
方
。

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

＊
た
だ
し
、
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る

者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
。
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

白熱した試合を繰り広げるﾉﾉ:･･･:･:

第18回壬生町バドミントン大会

優勝チームの皆さん

　
第
1
8
回
壬
生
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
５
月
2
7
日
、
町
総
合
運
動
場
体
育
館

で
行
わ
れ
、
男
女
４
部
門
の
ダ
ブ
ル
ス

に
3
3
チ
ー
ム
が
参
加
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

へ
成
績
一

　
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し

　
た
者

　
試
験
日
及
び
会
場

◇
９
月
1
6
日
（
日
）
８
時
3
0
分
受
付

◇
壬
生
中
央
公
民
館
昔
8
2
－
０
１
０
８

　
受
験
手
続

◇
試
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、
役
場
総

務
課
及
び
稲
葉
出
張
所
・
南
犬
飼
出
張

所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
郵
便
で
請
求

す
る
と
き
は
、
1
2
0
円
切
手
を
貼
っ
て
宛

先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
が
入
る
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

　
優
　
勝
　
　
上
野
・
石
川
組

　
準
優
勝
　
　
鶴
見
・
入
江
組

　
第
３
位
　
　
鈴
木
・
種
沢
組

　
　
″
　
　
　
織
田
・
石
川
組

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
優
　
勝
　
　
佐
藤
・
佐
藤
組

　
準
優
勝
　
　
田
中
・
盛
　
組

　
第
３
位
　
　
斉
藤
・
中
村
組

　
　
″
　
　
　
田
中
・
平
石
組

に
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

　
優
　
勝
　
　
加
藤
・
増
山
組

　
準
優
勝
　
　
大
谷
・
石
井
組

　
第
３
位
　
　
山
田
・
森
　
組

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
優
　
勝
　
　
堀
江
・
福
田
組

　
準
優
勝
　
　
谷
田
貝
・
平
山
組

　
第
３
位
　
　
角
田
・
萩
原
組

　
　
″
　
　
福
山
こ
劈
膝
組

下
さ
い
。

　
受
付
期
間

◇
７
月
1
9
日
（
木
）
～
８
月
３
日
（
金
）

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
3
0

　
分
～
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　
郵
送
の
場
合
は
８
月
３
日
の
消
印
の

　
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ

◇
壬
生
町
総
務
部
総
務
課
庶
務
人
事
係

　
〒
３
２
１
－
０
２
９
２

　
　
壬
生
町
通
町
１
２
番
2
2
号

　
　
　
　
　
　
　
　
昔
8
1
－
１
８
０
６

Ｈ

ト
で
行
わ
れ
、
一
般
男
テ
ダ
ブ
ル
ス
1
9

組
、
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
９
組
が
出
場

し
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
味
レ
兼
づ

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
　
田
中
こ
二
枝
組

　
準
優
勝
　
　
高
橋
・
高
橋
組

　
第
３
位
　
　
高
山
・
大
房
組

　
　
″
　
　
柏
崎
・
高
塩
組

中
村
・
石
田
組

本
田
・
谷
垣
内
組

小
林
・
福
島
組イ

．
成
年
枝
後
見
人
及
び
枝
保
佐
人

ウ
．
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

　
の
執
行
が
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執

　
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

　
の
者

工
．
壬
生
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

　
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら

　
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

オ
．
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

　
い
て
、
目
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に

　
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

　
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団



ご
存
じ
で
す
か
？
　
一

食
品
の
品
質
表
示
制
度
が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

　
　
‘
　
一
一
―
－
－
Ｊ
’
－
ゝ
ｒ
ｙ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
ｙ
－
！
¢
一
一
ざ
ｙ
！
み
ず
λ
レ
‘
ｌ
ｒ
ｌ
。
ｌ
’
ｙ
Ｓ
結
‐
１
‐
‐
府
‐
‐
貨
‐
｀
”
‐
、
‐
‐
ｇ
ｌ
・
～
ヽ
Ｉ
”
い

　
私
た
ち
が
購
入
す
る
食
品
の
表
示
制
度
は
、

「
食
品
衛
生
法
」
や
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
」
等
に
基
づ
い

て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
」
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
Ｔ
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
」
に
基
づ
く
表
示
は
、
主
に
品
質

告
示
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
は
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
の
食
品
の
品
質
及
び
安
全
性
や

健
康
に
関
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
お
応
え
す
る
も

の
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
生
鮮
食
品
（
農
産
物
や
畜
水
産
物
）
を
販
売

　
　
す
る
時
に
は
、
「
名
称
」
と
「
原
産
地
」
の

　
　
告
ふ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
（
例
：
栃
木
産

　
　
い
ち
ご
）
。

　
②
玄
米
及
び
精
米
に
「
名
称
」
「
原
料
玄
米
」

　
　
「
内
容
量
」
「
精
米
年
月
日
」
「
販
売
業
者
の

　
　
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
電
話
番
号
」
の

　
　
表
示
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
③
加
工
食
品
に
「
名
称
」
「
原
材
料
名
」
「
内
容

　
　
量
」
「
賞
味
期
限
」
　
「
保
存
方
法
」
「
製
造
業

　
　
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
」
の
表
示
が

　
　
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
④
従
来
、
任
意
表
示
で
あ
っ
た
遺
伝
子
組
換
え

　
　
農
産
物
と
そ
の
加
工
品
に
つ
い
て
の
表
示
が

　
　
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
⑤
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
有
機
食
品
は
、
こ
れ
ま
で
は
強
制
力
を
持
だ

心

　
　
な
い
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
表
示
を

　
　
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今
後
は
「
有
機
農
産

　
　
物
及
び
有
機
農
産
物
加
工
食
品
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規

　
　
格
」
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に

　
　
つ
い
て
の
検
査
に
合
格
し
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー

　
　
ク
が
付
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
「
有
機

　
　
栽
培
」
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
等
の
表
示
が
で

　
　
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
商
品
選
択
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
表
示
を
役
立

て
て
賢
い
消
費
者
に
。

　
食
べ
物
や
農
業
・
農
村
に
関
す
る
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。

食
と
農
の
相
談
室
（
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所
内
）

　
栃
木
市
神
田
町
５
－
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
２
３
－
３
４
２
５

-

@=合

ぶ
艮
と
農
の
相
談
室

　
　
の
お
知
ら
せ

〔
樵
旋
二
年
二
煮
巣
「
瓶
七
二
瓶

高
齢
任
意
加
入
が
で
き
ま
す

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
こ
ハ
済
組
合
の
加
入
（
納
付
・
免

除
）
期
間
の
合
計
が
最
低
2
5
年
以
上
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
受
給
資
格
期
開
か
不
足
し
て
い
る
方
の

た
め
に
6
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
間
で
、
国
民
年
金

に
高
齢
任
意
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
不
足
期
間
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
て
い
る
方
で
満
額
に
満
た
な
い
方
に

つ
い
て
も
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
高

齢
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
6
5
歳
の
時
点
に
お
い
て
さ
ら
に
受
給

資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
方
は
、
6
5
歳
以
上

7
0
歳
未
満
の
間
で
不
足
期
間
を
満
た
す
ま
で
、

特
例
高
齢
任
意
加
入
が
で
き
ま
す
。
（
6
5
歳
以

上
の
任
意
加
入
は
、
昭
和
3
0
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

芦
ん
な
食
生
活
が
健
康
に
い
い
の
？
〃

ぶ
匹
近
野
菜
の
表
示
が
変
わ
っ
た
み
た
い
だ
け

　
ど
？
″

〃
地
元
の
野
菜
を
食
べ
た
い
ん
だ
け
ど
？
〃

〃
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
？
〃

な
ど
な
ど

　
食
べ
物
に
問
す
る
疑
問
、
農
業
・
農
村
に
問

す
る
相
談
な
ど
、
皆
様
の
様
々
な
疑
問
・
相
談

に
お
答
え
す
る
た
め
「
食
と
農
の
相
談
室
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

食
と
農
の
相
談
室

　
　
　
　
　
　
（
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所
内
）

栃
木
市
神
田
町
５
１
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
２
３
１
３
４
２
５

060歳まで納めても受給資格期間が足らない方の場合

20歳　　25歳　　　35歳　　　　　50歳（現在）60歳　　65歳

　国民年金　厚生年金　　　　国民年金　　　60歳まで　高齢任意
　未納５年　加入10年　　　　未納15年　　　10年納入　加入５年

　　o年　十　10年　十　　　　〇年　　　十　10年　十5年＝25年

　※65歳前に受給資格期間を満たしても、65歳まで任意加入できます

065歳に達してもさらに受給資格期間が足らない方の場合

20歳　　25歳　　　　　　　　　　　50歳　60歳（現在）65歳70歳

　国民年金　　　　　国民年金　　　　　国民年金　高齢任意　特例高齢任意
　免除５年　　　　　未納25年　　　　　納付10年　加入5年　加入5年

　　5年十　　　　　〇年　　　　　　十　10年　十5年十5年＝25年

　※受給資格期間を満たした時点で、65歳以上の任意加入は終了となります
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墳
今

｢お友だち｣

藤井小３年

　　はしもと　か　な
　　橋本佳奈

　　　¶･ ･.‥･ﾑ●."l'.j　　　liat･_,Js'

藤井小６年

　　　　　　ありさ

　　近藤有沙

ｓ
Ｏ
Ｏ
・
乙
・

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

Ｔ
Ｆ
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様
②

　
　
　
　
　
　
１
万
７
子
９
６
０
円

星
野
芳
子
様
⑥
　
　
　
　
　
　
１
万
円

ダ
ン
ス
木
曜
会
様
⑩
　
　
　
　
６
千
円

匿
名
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
７
０
円

喜
峰
合
一
同
様
①

　
　
　
　
　
５
万
４
千
４
０
０
千
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑤
　
　
３
千
円

◆
壬
生
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

へ
の
指
定
寄
付

テ
ッ
ト
マ
ー
ト
お
客
様
⑤

　
　
　
　
　
　
１
万
１
千
８
０
４
千
円

　●　●　●　●
　国介国町
　言絹

紬　　サ保

期　普険
阻　遠視

８－収
バハ]4ぢ

８

月
の
納
税
等
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77r7包嶮前
　世界のプリマ佐藤しのぶを迎え、巨匠エリアフ・

インバル（首席指揮者）が得意のマーラーとドイツ

の名曲で、名門オーケストラに新風を吹き込む

催
売

開
発
会

日　11月14日水　午後７時

日　８月１日水　全席指定　5,000円

場　中央公民他人ホール（城址公園ホール）

※入馬券は、中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、町

　施設振興公社で取り扱います。

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108

て
支
援
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を
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い
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す
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中川　聖生ちゃんご家族(安塚２)小林　咲希花ちゃんご兄弟(上田)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


